
 

 

 

 

 

      

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

こ
れ
が
十
一
月
な
の
だ
ろ
う

か
と
い
う
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
暑
い
日
が
あ
っ
た

り
、
か
と
思
え
ば
、
霙

み
ぞ
れ

が
ふ
っ
た
り
と
、
不
安
定
な
気

候
で
す
。 

そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
、
国
連
の
グ
テ
レ
ス 

事
務
総
長
が
、「
地
球
沸
騰

ふ
っ
と
う

」
と
表
現
し
た
地
球
温

暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。 

実
は
、
十
一
月
の

別
称

べ
っ
し
ょ
う

を
「
霜
月

し
も
つ
き

」
と
い
い
ま
す
の
は
、
寒
さ
が
深

ま
り
、
霜
が
降
り
る
「
霜
降
月
」
が
転
じ
た
も
の
で

す
。 

や
が
て
野
山
は
、「
山
が
装
う
秋
」、「
山
眠
る

冬
」
を
迎
え
る
の
で
す
。 

そ
れ
は
、
ま
さ
に
、
松
尾

ま

つ

お

芭
蕉

ば
し
ょ
う

の
俳
諧

は
い
か
い

理
念

り

ね

ん

の
一
つ
で
あ
る
「
不
易

ふ

え

き

流
行

り
ゅ
う
こ
う

」

を
体
感
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

不
易
流
行
と
は
、

決
し
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
不
易
性
と
、
耐
え
ず
流

動
す
る
流
行
性
が
あ
る
が
、
そ
の
二
体
は
根
本
に
お

い
て
一
つ
で
あ
る
と
い
う
事
で
す
。 

季
節
は
移
ろ

い
、
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
の
だ
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
、
不
変
の
大
自
然
の
営
み
な
の
で
す
。 

そ

の
大
自
然
の
中
で
、
我
々
は
、
生
か
さ
れ
て
生
き
て

い
る
こ
と
を
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
す
。 

◇
経
営
の
神
様
と
言
わ
れ
た
松
下
幸
之
助
さ
ん
は
、

「
徳
の
あ
る
方
」
は
、
三
つ
の
も
の
を
持
っ
て
い
る

と

仰
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。 

一
つ
は
、
何
事
に
も
感
謝
す 

      

る
こ
と
が
で
き
る
人
で
す
。 

私
共
の
御
先
祖
様
は
、

万 ば
ん

理 り

万
象

ば
ん
し
ょ
う

に
神
仏

し
ん
ぶ
つ

を
見
出
し
、
何
事
も
謙
虚
に
感

謝
す
る
心
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。 

二
つ
め
は
、

掃
除
が
で
き
る
人
で
す
。 

私
ど
も
神
職
の
奉
仕
で

一
番
大
切
な
の
が
、「
神
明

し
ん
め
い

奉
仕

ほ

う

し

」、
神
様
へ
の
御
奉

仕
な
の
で
す
が
、
二
番
め
が
、「
清
掃
奉
仕
」
な
の
で

す
。 

神
様
の
お
部
屋
、
お
庭
を
い
つ
も
清
ら
か
に

す
る
こ
と
な
の
で
す
。 

神
様
は
、
特
に
、
清
浄

せ
い
じ
ょ
う

を
大
切
に
さ
れ
ま
す
。 

神
様
を
喜
ば
す
心
、
こ
れ

は
、
清
掃
奉
仕
が
、
肝
心

か
ん
じ
ん

要
か
な
め

で
す
。 

ま
さ
し
く
、

思
い
や
り
、
利
他

り

た

の
心
に
つ
な
が
る
の
で
す
。 

思

い
や
り
の
あ
る
人
は
、
ま
わ
り
の
人
を
幸
せ
に
し
ま

す
、
さ
ら
に
、
ま
わ
り
の
人
を
幸
せ
に
す
る
人
は
、

ま
わ
り
の
人
か
ら
、
ま
す
ま
す
幸
せ
に
さ
れ
る
の
で

す
。 

三
つ
め
は
、
愛
嬌

あ
い
き
ょ
う

の
あ
る
人
で
す
。 

「
和
気
致

わ

き

ち

祥
し
ょ
う

」
と
書
い
て
、
和
気

わ

き

祥
し
ょ
う

を
致
す

い

た

す

と
読

み
ま
す
が
、
ど
ん
な
に
苦
し
く
辛
く
て
も
笑
顔
を
忘

れ
な
い
、
そ
う
す
る
と
、
必
ず
、
幸
せ
に
な
れ
る
と

い
う
意
味
で
す
。 

つ
ま
り
、
松
下
幸
之
助
さ
ん
は
、

「
感
謝
」、「
清
掃
」、「
愛
嬌
」
が
、
人
と
し
て
備
わ

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
諭 さ

と

さ
れ
た
の
で
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
私
は
、「
三
つ
の
目
」
を
持
つ
こ
と

が
必
要
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。 

こ
の
「
三
つ
の
目
」

の
話
は
、
令
和
四
年
四
月
に
発
行
し
た
宮
司
プ
レ
ス

百
八
十
六
号
に
詳
述
し
て
い
ま
す
。 

◇
一
つ
は
、
大
空
か
ら
全
体
を
見
渡
す
こ
と
の
で
き
る
、

「
鳥
の
目
」
で
す
。 

ま
さ
に
、
前
述

ぜ
ん
じ
ゅ
つ

の
「
不
易
流
行
」

で
す
。 

二
つ
は
、
足
元
や
細
か
い
と
こ
ろ
も
目
配
り

で
き
る
、「
虫
の
目
」
で
す
。 

さ
ら
に
、
三
つ
は
、
世

の
中
の
流
れ
を
見
極

み

き

わ

め
る
「
魚
の
目
」
で
す
。 

「
鳥

の
目
」
は
、
感
謝
す
る
心
で
す
。 

落
ち
着
い
て
、
ゆ

と
り
を
持
た
な
け
れ
ば
、
何
事
に
も
神
仏
を
見
出
し
、

感
謝
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
容
易

よ

う

い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
虫
の
目
」
は
、
お
陰
様
で
と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
で

ま
わ
り
の
人
を
幸
せ
に
す
る
思
い
や
り
、
利
他
で
す
。

さ
ら
に
、「
魚
の
目
」
は
、
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
、
希

望
を
失
う
こ
と
な
く
、
創
意
工
夫
を
し
て
、
乗
り
越
え

て
い
く
心
が
け
で
す
。 

ま
さ
に
、「
三
つ
の
目
」
は
、

昨
年
か
ら
、
私
が
提
唱
し
て
い
る
、
敬
神
生
活
の
心
が

け
、「
四
Ｋ
（
感
謝
、
謙
虚
、
希
望
、
工
夫
）
プ
ラ
ス
Ｒ

Ｏ
Ｙ
（
利
他
、
落
ち
着
き
、
ゆ
と
り
）」
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

◇
い
よ
い
よ
令
和
五
年
も
暮
れ
果
て
て
ま
い
り
、
年
の

瀬
を
む
か
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

ど
う
か
、「
三
つ

の
目
」、「
四
Ｋ
プ
ラ
ス
Ｒ
Ｏ
Ｙ
」
の
敬
神
生
活
で
、
明

る
く
豊
か
な
暮
ら
し
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 
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◇
十
一
月
の
祭
典
行
事
報
告(

予
定
も
含
む) 

 
▼
月
次
祭 

＊
十
一
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
祢
神
社
月
次
祭 

＊
十
一
月
一
日 

 

▼
明
治
祭 

＊
十
一
月
三
日 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

▼
龍
宮
神
社
例
祭 

＊
十
一
月
三
日 

 
 

※
弟
子
待
町
に
鎮
座
す
る
個
人
の
お
社 

 
 
 

 

  
 
 

 

▼
衣
更
（
こ
ろ
も
が
え
）
＊
十
一
月
八
日 

 

※
立
夏
と
立
冬
で
行
い
ま
す 

 
 

▼
小
熊
野
神
社
例
祭
に
献け

ん

幣
使

ぺ

い

し

と
し
て
奉
仕 

 

＊
十
一
月
十
八
日 

 
 

※
実
家
の
神
社
の
例
祭
を
四
年
ぶ
り
に
奉
仕 

▼
朝
粥
会 

＊
十
一
月
二
十
一
日 

▼
新
嘗
祭 

＊
十
一
月
二
十
三
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
新
嘗
祭 

＊
十
一
月
二
十
五
日 

 
 
 
 

 
 

 

▼
先
代
宮
司
妻
柴
田
節
子
刀
自
命
五
十
日
祭 

 
 

＊
十
一
月
二
十
六
日 

 
 
 

 
 

◇
十
一
月
の
宮
司
動
静 

 

▼
神
社
関
係
団
体 

 
 

□
早
起
会
参
拝 
＊
十
一
月
一
日
午
前
六
時
半 

 
 

□
彦
島
八
幡
宮
リ
ー
グ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 
 
 

＊
十
一
月
十
二
日 
※
四
年
ぶ
り
に
開
催 

 
 
 

 
 

 
 

□
奉
賛
会
行
事
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議 

＊
十
一
月
二
十
九
日 

▼
神
社
庁
関
係 

 

□
教
化
部
代
表
者
会
議 

 

＊
十
一
月
八
日 

 

※
当
宮
に
て
開
催 

 

□
下
関
支
部
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭 

 
 

＊
十
一
月
九
日 

 

□
亀
山
八
幡
宮
亀
笑
会
六
十
周
年
祝
賀
会 

 
 

＊
十
一
月
十
二
日 

 

□
神
社
関
係
者
大
会 

 

＊
十
一
月
二
十
七
日 

 

□
下
関
市
建
国
奉
祝
会
役
員
会 

 

＊
十
一
月
二
十
八
日 

▼
自
治
会
、
学
校
関
係 

 

□
西
山
小
学
校
運
営
協
議
会 

＊
十
一
月
二
十

二
日 

 
 

□
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
十
一
月
二
十
二
日 

▼
教
誨

き
ょ
う
か
い

活
動
（
美
祢
社
旗
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

 

□
集
合
教
誨
女
子 

＊
十
一
月
六
日 

▼
講
演
活
動 

 

□
ま
ゆ
の
木 

 

＊
十
一
月
二
十
四
日 

 
 
 

※
「
彦
島
の
歴
史
と
文
化
」
に
つ
い
て
一
時
間 

▼
そ
の
他 

 

□(

有)

ラ
イ
フ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
設
立
四
十
周
年
祝
賀
会 

 
 

＊
十
一
月
十
一
日 

 

□
下
関
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
研
修
会 

 
 

＊
十
一
月
三
十
日 


